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【公開日】平成17年4月7日(2005.4.7)
【年通号数】公開・登録公報2005-014
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月10日(2008.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　楽曲シーケンスデータを再生することができる音源システムであって、
　イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成され、楽曲の
演奏に関する制御内容を番号で表したイベントにおける前記番号がスクランブル処理され
た楽曲シーケンスデータと、該スクランブル処理されたイベントの番号に対応した制御デ
ータとを含む楽曲ファイルが入力されたときに、その楽曲ファイルに含まれている前記制
御データをメモリに格納する手段と、
　前記イベントに応じて前記メモリに格納された制御データを用いることで、前記スクラ
ンブル処理された楽曲シーケンスデータを、スクランブル処理が施される前の状態と同じ
状態で再生する手段と
　を有することを特徴とする音源システム。
【請求項２】
　前記楽曲の演奏に関する制御内容を番号で表したイベントはプログラムチェンジであり
、前記制御データはスクランブル処理されたプログラムチェンジ番号に対応する音色デー
タであることを特徴とする請求項１記載の音源システム。
【請求項３】
　楽曲シーケンスデータを再生することができる音源システムであって、
　イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成され、チャン
ネル番号がスクランブル処理された楽曲シーケンスデータと、該スクランブル処理された
チャンネル番号と音色種類との対応関係を示すチャンネル属性情報とを含む楽曲ファイル
が入力されたときに、該チャンネル属性情報を用いて再生すべき音色種類を設定する手段
と、
　該設定された音色種類に応じて前記楽曲シーケンスデータを再生することで、前記スク
ランブル処理された楽曲シーケンスデータを、スクランブル処理が施される前の状態と同
じ状態で再生する手段とを有することを特徴とする音源システム。
【請求項４】
　楽曲シーケンスデータを再生することができる音源システムであって、
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　イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成され、前記イ
ベントのうちの特定のイベントがスクランブル処理された楽曲シーケンスデータと、前記
スクランブルを解除するための情報とを含む楽曲ファイルが入力されたときに、該スクラ
ンブルを解除するための情報に基づいて前記特定のイベントのスクランブルを解除する手
段と、
　該スクランブルが解除されたイベントを用いることで、前記スクランブル処理された楽
曲シーケンスデータを、スクランブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生する手段
とを有することを特徴とする音源システム。
【請求項５】
　音源システムにより再生される楽曲ファイルを記録したコンピュータ読み取り可能な記
録媒体であって、
　前記楽曲ファイルは、
　イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成され、楽曲の
演奏に関する制御内容を番号で表したイベントにおける前記番号がスクランブル処理され
た楽曲シーケンスデータと、
　該スクランブル処理されたイベントの番号に対応した制御データであって、前記音源シ
ステムが前記イベントに応じて用いることにより、前記スクランブル処理された楽曲シー
ケンスデータを、スクランブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生することができ
るようにする制御データと
　を含むことを特徴とするコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項６】
　前記楽曲の演奏に関する制御内容を番号で表したイベントはプログラムチェンジであり
、前記制御データはスクランブル処理されたプログラムチェンジ番号に対応する音色デー
タであることを特徴とする請求項５記載のコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項７】
　音源システムにより再生される楽曲ファイルを記録したコンピュータ読み取り可能な記
録媒体であって、
　前記楽曲ファイルは、
　イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成され、チャン
ネル番号がスクランブル処理された楽曲シーケンスデータと、
　該スクランブル処理されたチャンネル番号と音色種類との対応関係を示すチャンネル属
性情報であって、前記音源システムが前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデータ
を再生するときに再生すべき音色種類を設定するために用いることにより、その楽曲シー
ケンスデータを、スクランブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生することができ
るようにすることができるチャンネル属性情報と
　を含むことを特徴とするコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項８】
　音源システムにより再生される楽曲ファイルを記録したコンピュータ読み取り可能な記
録媒体であって、
　前記楽曲ファイルは、
　イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成され、前記イ
ベントのうちの特定のイベントがスクランブル処理された楽曲シーケンスデータと、
　前記スクランブルを解除するための情報であって、前記音源システムが前記スクランブ
ルを解除して、前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデータを、スクランブル処理
が施される前の状態と同じ状態で再生することができるようにすることができる情報と
　を含むことを特徴とするコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項９】
　前記楽曲シーケンスデータに含まれているノート番号がスクランブル処理されているこ
とを特徴とする請求項８記載のコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１０】
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　前記楽曲シーケンスデータに含まれているイベントのうちの１又は複数のイベントがス
クランブル処理されていることを特徴とする請求項８記載のコンピュータ読み取り可能な
記録媒体。
【請求項１１】
　楽曲シーケンスデータから楽曲シーケンスデータを交換するためのデータ交換フォーマ
ットを有する楽曲ファイルを作成することができる楽曲ファイル作成ツールであって、
　イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成された楽曲シ
ーケンスデータを入力する入力手段と、
　該入力された楽曲シーケンスデータに含まれるイベントのうちの楽曲の演奏に関する制
御内容を番号で表したイベントにおける前記番号に対してスクランブル処理を行う手段と
、
　該スクランブル処理されたイベントの番号に対応した制御データを作成する手段と、
　前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデータと前記制御データとを含む楽曲ファ
イルを出力する手段と
　を有することを特徴とする楽曲ファイル作成ツール。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】音源システム、楽曲ファイルを記録したコンピュータ読み取り可能な記録
媒体及び楽曲ファイル作成ツール
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、携帯端末などに搭載され、楽曲シーケンスデータを交換するためのデータ交
換フォーマットを有する楽曲ファイルを再生することができる音源システム、該楽曲ファ
イルを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体、及び、楽曲シーケンスデータから
前記データ交換フォーマットを有する楽曲ファイルを作成することができる楽曲ファイル
作成ツールに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　そこで本発明は、制作者が意図した楽曲の再生を保証することができる、楽曲シーケン
スデータを交換するためのデータ交換フォーマットを有する楽曲ファイルを再生すること
ができる音源システム、該楽曲ファイルを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体
、及び、前記データ交換フォーマットを有する楽曲ファイルを作成することができる楽曲
ファイル作成ツールを提供することを目的としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
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　上記目的を達成するために、本発明の楽曲シーケンスデータを再生することができる音
源システムは、イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成
され、楽曲の演奏に関する制御内容を番号で表したイベントにおける前記番号がスクラン
ブル処理された楽曲シーケンスデータと、該スクランブル処理されたイベントの番号に対
応した制御データとを含む楽曲ファイルが入力されたときに、その楽曲ファイルに含まれ
ている前記制御データをメモリに格納する手段と、前記イベントに応じて前記メモリに格
納された制御データを用いることで、前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデータ
を、スクランブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生する手段とを有するものであ
る。
　そして、前記楽曲の演奏に関する制御内容を番号で表したイベントはプログラムチェン
ジであり、前記制御データはスクランブル処理されたプログラムチェンジ番号に対応する
音色データとされている。
　また、本発明の他の音源システムは、チャンネル番号がスクランブル処理された楽曲シ
ーケンスデータと、該スクランブル処理されたチャンネル番号と音色種類との対応関係を
示すチャンネル属性情報とを含む楽曲ファイルが入力されたときに、該チャンネル属性情
報を用いて再生すべき音色種類を設定する手段と、該設定された音色種類に応じて前記楽
曲シーケンスデータを再生することで、前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデー
タを、スクランブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生する手段とを有するもので
ある。
　さらに、本発明のさらに他の音源システムは、イベントのうちの特定のイベントがスク
ランブル処理された楽曲シーケンスデータと、前記スクランブルを解除するための情報と
を含む楽曲ファイルが入力されたときに、該スクランブルを解除するための情報に基づい
て前記特定のイベントのスクランブルを解除する手段と、該スクランブルが解除されたイ
ベントを用いることで、前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデータを、スクラン
ブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生する手段とを有するものである。
　さらにまた、本発明の音源システムにより再生される楽曲ファイルを記録したコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体は、前記楽曲ファイルが、イベントのタイミングを指定する
タイミング情報とイベントの組から構成され、楽曲の演奏に関する制御内容を番号で表し
たイベントにおける前記番号がスクランブル処理された楽曲シーケンスデータと、該スク
ランブル処理されたイベントの番号に対応した制御データであって、前記音源システムが
前記イベントに応じて用いることにより、前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデ
ータを、スクランブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生することができるように
する制御データとを含むものである。
　そして、前記楽曲の演奏に関する制御内容を番号で表したイベントはプログラムチェン
ジであり、前記制御データはスクランブル処理されたプログラムチェンジ番号に対応する
音色データとされている。
　さらにまた、本発明の他の楽曲ファイルを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒
体は、前記楽曲ファイルが、イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベント
の組から構成され、チャンネル番号がスクランブル処理された楽曲シーケンスデータと、
該スクランブル処理されたチャンネル番号と音色種類との対応関係を示すチャンネル属性
情報であって、前記音源システムが前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデータを
再生するときに再生すべき音色種類を設定するために用いることにより、その楽曲シーケ
ンスデータを、スクランブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生することができる
ようにすることができるチャンネル属性情報とを含むものである。
　さらにまた、本発明のさらに他の楽曲ファイルを記録したコンピュータ読み取り可能な
記録媒体は、前記楽曲ファイルが、イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイ
ベントの組から構成され、前記イベントのうちの特定のイベントがスクランブル処理され
た楽曲シーケンスデータと、前記スクランブルを解除するための情報であって、前記音源
システムが前記スクランブルを解除して、前記スクランブル処理された楽曲シーケンスデ
ータを、スクランブル処理が施される前の状態と同じ状態で再生することができるように
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することができる情報とを含むものである。
　そして、前記楽曲シーケンスデータに含まれているノート番号がスクランブル処理され
ているもの、あるいは、前記楽曲シーケンスデータに含まれているイベントのうちの１又
は複数のイベントがスクランブル処理されているものである。
　さらにまた、本発明の楽曲シーケンスデータから楽曲シーケンスデータを交換するため
のデータ交換フォーマットを有する楽曲ファイルを作成することができる楽曲ファイル作
成ツールは、イベントのタイミングを指定するタイミング情報とイベントの組から構成さ
れた楽曲シーケンスデータを入力する入力手段と、該入力された楽曲シーケンスデータに
含まれるイベントのうちの楽曲の演奏に関する制御内容を番号で表したイベントにおける
前記番号に対してスクランブル処理を行う手段と、該スクランブル処理されたイベントの
番号に対応した制御データを作成する手段と、前記スクランブル処理された楽曲シーケン
スデータと前記制御データとを含む楽曲ファイルを出力する手段とを有するものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
【図１】本発明の楽曲シーケンスデータのデータ交換用フォーマットを有する楽曲ファイ
ルの構造を示す図であり、（ａ）は該楽曲ファイル全体の構造を示す図であり、（ｂ）は
シーケンスデータ・チャンクに含まれるシーケンスデータの構造を示す図である。
【図２】本発明のデータ交換用フォーマットを有する楽曲ファイルを作成する楽曲ファイ
ル作成ツールの概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の楽曲ファイル作成ツールにおける処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図４】本発明の一実施の形態におけるスクランブル処理の例について説明するための図
であり、（ａ）はスクランブル処理を施される前のコンテンツの例、（ｂ）はスクランブ
ル処理後のコンテンツの例を示す図である。
【図５】本発明のデータ交換フォーマットを有する楽曲ファイルを再生することができる
音源システムの構成を示すブロック図である。
【図６】図４に示した実施の形態のデータ交換フォーマットを有する楽曲ファイルを再生
するときの様子を説明するための図である。
【図７】本発明の他の実施の形態におけるスクランブル処理の例について説明するための
図である。
【図８】音色データが付加されている楽曲ファイルを一般の音源システムで再生するとき
の様子を示す図である。
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